
2023年度教育研究活動報告会
2023年12⽉6⽇（⽔）

「⼼で⼯学」を合⾔葉に、
社会変⾰を先導する⼤学を⽬指して

ものづくり ひとづくり 未来づくり
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中京地域産業界との共創
ミッション・ビジョン

2



3

名古屋⼯業⼤学憲章

名古屋⼯業⼤学は、⽇本の産業中⼼地を興し育てることを⽬的とした中部地域初の官⽴⾼等教育機関と
して設⽴されたことを尊び、常に新たな産業と⽂化の揺籃として、⾰新的な学術・技術を創造し、有為
な⼈材を育成し、これからの社会の平和と幸福に貢献することをその基本使命とする。

名古屋⼯業⼤学は、構成員の⾃由な発想に基づく実践的かつ創造的な研究活動を尊ぶとともに地球規模
での研究連携を推進し、既存の⼯学の枠組みにとらわれることなく、⼯学が本来有する無限の可能性を
信じ、新たな価値の創造に挑戦する。

名古屋⼯業⼤学は、⾃ら発⾒し、創造し、挑戦し、⾏動することで、⼯学を礎に新たな学術・技術を創
成し世界を変⾰することのできる個性豊かで国際性に富んだ先導的な⼈材の育成に専⼼する。

名古屋⼯業⼤学は、国⺠から負託を受けた開かれた⼤学として地域および国際社会との調和と連携を重
視し、ものづくりとひとづくりを通して平和で幸福な未来社会の実現に向けて邁進する。



「⼼で⼯学」
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第４期中期⽬標期間のビジョン
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中京地域産業界との共創 ミッション・ビジョン



数字から知る
数字でわかる名⼯⼤
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学⽣数・教職員数データ



⼥⼦推薦⼊試の拡⼤
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若⼿教員⽐率・⼥性教員⽐率の⽬標と現状
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2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

若⼿教員⽐率の推移

若手教員比率 若⼿⽬標

本学独⾃のスタートアップ助教制度や、
教員公募で、「若⼿限定」「⼥性限定」の条件を付与する等の取組により、
⽬標達成を⽬指しています。
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研究のデータ
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産学連携データ
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研究者１⼈当たりの研究費受⼊額全国２位



地域社会との産学連携関係東海地区２位

組織的⼤型連携プロジェクト（１千万円以上）の拡⼤

実績 2022年度 17件
2023年度 13件(10⽉時点)
2024年度
2025年度
2026年度
2027年度

⽬標
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2027年度末期間累計
12件以上



進学・就職データ
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※2022年度卒業・修了者



未来社会を創造する
⽂化的視点を持つ多様な⼈材の育成

教育の活動
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社会が求め、信頼する技術者・研究者の育成
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Science（科学）、Technology（技術）、Engineering（⼯
学）、Arts（芸術）、Mathematics（数学）の�つの領域を統合
的、横断的に学ばせることで、実社会で役⽴つ問題発⾒⼒・解

決⼒の修得を⽬指す教育

リベラルアーツの強化充実
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共通科⽬(⼈間社会科⽬）のカリキュラム

2023年度（3区分）

技術と歴史・哲学技術と⼈間・⼼理 技術と社会・国際 技術と芸術・⽂化

2024年度 新区分追加

2023年度（3区分、計26科⽬）から、
2024年度(4区分、計34科⽬）のカリキュラムに変更し、「STEAM教育※」を網羅

追加された9科⽬

※Science（科学）、Technology（技術）、Engineering（⼯学）、Arts（芸術）、Mathematics（数学）の
5 つの領域を統合的、横断的に学ばせることで、実社会で役⽴つ問題発⾒⼒・解決⼒の修得を⽬指す教育



数理・データサイエンス・AI教育プログラムの拡充
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⼤学院博⼠前期課程プログラム・コースの改編
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世界へ挑む研究
研究の活動
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世界レベルの先端研究・若⼿研究者の育成を推進
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社会連携による研究成果の還元
社会連携の活動
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主なリカレント教育の取組
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御器所が丘にアートの⾵を
アートフルキャンパス構想
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名古屋⼯業⼤学+愛知県⽴芸術⼤学が歩む世界
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アートフルキャンパス 展⽰物①

砂漠のガーデン（23号館） Sustainability（4号館）

Hallelujah（51号館)
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アートフルキャンパス 展⽰物②

笑ってほしい（NITホール）

MEET A NEW SELF（図書館）

ある⽇の思考(4号館)



組織体制
⾃律性と透明性のあるガバナンス体制

28



ガバナンス体制
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持続可能な財政運営
２０２２年度財政状況など
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⼤学運営の通信簿
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⼤学財政の診断書
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法⼈化時からの変化（2004年度→2022年度）
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経常費⽤

経常収益



教育コスト
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間接経費
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寄附のお願い
世界へ⽻ばたく多くの学⽣・研究者を⽀援するため、皆様からのご寄付・ご⽀援をお願いいたします。

ご寄付、ご⽀援はこちらから
本学公式ホームページ＞名古屋⼯業⼤学基⾦ページ＞名古屋⼯業⼤学に寄付する

皆様からの寄付⾦は、本学の教育研究、社会貢献、
国際交流などの活動⽀援に活⽤させていただきます。

Copyright 2009-2018 Nagoya Institute of Technology (MMDAgent Model “Mei”,“Takumi”)WEB https://www.nitech.ac.jp/kikin/donate/



その他の気になるトピックス
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初の⼥性副学⻑誕⽣
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ステークホルダー会議の新設
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ドイツのFAUとの連携拡⼤（JDの国際連携エネルギー変換システム専攻）

40



名古屋⼤学医学部・⼤学院医学系研究科及び⼤同⼤学との連携

41

名古屋⼤学医学部・⼤学院医学系研究科と
連携・協⼒に関する基本協定書を締結した時の様⼦

⼤同⼤学と連携・協⼒に関する基本協定書を
締結した時の様⼦



DXロードマップと本部棟改修
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本部棟改修後の4Fの
EVホールのイメージ図



次期学⻑候補者に⼩畑誠⽒が決定
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名古屋⼯業⼤学レポート2023のご案内

より詳しく名⼯⼤の事が知りたい⽅へ

ステークホルダーの皆様に向けて、
｢名古屋⼯業⼤学レポート2023｣を発⾏しました。

本学の教育研究・社会貢献活動、
財務などの情報をわかりやすくお伝えし、
本学をご理解いただくための⼊り⼝となっております。

ぜひご覧ください。

詳しくは、
本学公式ホームページ＞⼤学紹介＞名古屋⼯業⼤学レポート

WEB https://www.nitech.ac.jp/intro/report.html



ステークホルダーの皆様との対話
質疑応答
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